
３．目指すべき目標（案）
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３．目指すべき目標（案）

分類 自転車利用環境の課題 目指すべき目標（案）

自転車の
走行環境

○ 自転車走行空間が確保されていない区間※が存在

自転車走行環境の向上
（誰でも安全・快適にサイクリングできる

環境の実現）

○ 狭幅員路肩における車両との錯綜の危険性

○ 自歩道区間における歩行者との錯綜の危険性

○ 劣化した路面状況により走行性が悪い区間が存在

○ 道路横断時の危険性

○ 自転車通行ルール周知の不足

案内周遊環境
○ サイクリングコースに対応し、かつ統一した案内がないため、

スムーズな周遊ができない
案内誘導の充実
（分かりやすい周遊案内環境の実現）

自転車観光の
受入環境

○ 自転車による周遊に対するバックアップ施設が不足
自転車観光の受入環境の充実
（多様な自転車利用目的に対応し得る
受入環境の実現）

○ 環境、選択が限定的で、多様なニーズに対応していない

○ 自転車の持ち込みを考慮した公共交通機関が整備されてい
ない

○ 多様なPRが展開されていない

多様なPRの展開
（サイクリングコースとして広く周知され
ることの実現）

○自転車利用環境の向上に向けて、目指すべき目標（案）を設定する。
＜目指すべき目標（案）＞

■自転車走行環境の向上
■案内誘導の充実
■自転車観光の受入環境の充実
■多様なPRの展開

▼目指すべき目標（案）

※自転車の車道走行を原則とし、路肩の幅員が1m以下の場合、「自転車走行空間が確保されていない区間」とする。 23



４．対応方針（案）
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目指すべき目標（案） 課題 対応方針（案）

自転車走行環境の向上
（誰でも安全・快適にサイクリングで

きる環境の実現）

自転車走行空間が確保されていない区間が存在

狭幅員路肩における車両との錯綜の危険性

自歩道区間における歩行者との錯綜の危険性

安全な自転車走行空間の創出

劣化した路面状況により走行性が悪い区間が存
在

走行時の快適性の確保

道路横断時の危険性 交差点等での横断時の安全性の向上

自転車通行ルール周知の不足 自転車通行ルール周知の展開

案内誘導の充実
（分かりやすい周遊案内環境の実

現）

サイクリングコースに対応した案内がないため、
スムーズな周遊ができない

迷わず周遊可能な環境の創出

自転車観光の受入環境の充実
（多様な自転車利用目的に対応し得
る自転車観光受入環境の実現）

自転車による周遊に対するバックアップ施設が不
足

自転車観光周遊のためのバックアップ施設
の充実

選択、環境が限定的で、多様な自転車観光ニー
ズに対応していない

多様な自転車観光ニーズに対応できる受入
環境の向上

自転車の持ち込みを考慮した公共交通機関が整
備されていない

持ち込み自転車の利便性の向上

多様なPRの展開
（サイクリングコースとして広く周知さ
れることの実現）

多様なPRが展開されていない
民間事業者との連携を強化し、多様なPRの

展開

４．対応方針（案）

○目指すべき目標（案）に対するそれぞれの対応方針（案）を以下に示す。

▼対応方針（案）

25



５．対策メニュー（案）
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目指すべき目標（案） 対応方針 対策メニュー（案）

自転車走行環境の向上
（誰でも安全・快適にサイク

リングできる環境の実現）

安全な自転車走行
空間の創出

ハード

「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」に基づいた自転車
走行空間の整備

ブルーラインや矢羽等を用いて、自転車走行位置の明示

保護路肩除草等による走行空間の確保

ソフト
路上駐車等の取締の強化

自転車走行空間のホームページ等による周知

走行時の快適性の
確保

ハード
道路パトロールなどにおける応急舗装補修等

舗装損傷など老朽化箇所の補修（計画的な舗装補修）

ソフト 利用者やツアー主催者等による路面状況等の情報提供

交差点等での横断
時の安全性の向上

ハード 注意喚起サインの設置

ソフト
パンフレットやホームページ等による危険箇所の情報提供

自転車の交通事故防止に向けた啓発（県警ホームページの周知など）

自転車通行ルール
周知の展開

ハード ―

ソフト パンフレット等に多言語に対応した自転車通行ルールの記載

５．対策メニュー（案）

（１）自転車走行環境の向上

▼自転車走行環境の向上の対策メニュー（案）

○「自転車走行環境の向上」の対策メニュー（案）を以下に示す。
（対策メニューの内容、実施時期については今後、協議で調整が必要）

※検討地域は富士箱根伊豆国立公園内に位置しており、自然公園法や県および市町村景観条例等に留意する必要がある
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５．対策メニュー（案）

【参考事例】

■矢羽の設置事例（静岡県）

出典；静岡国道事務所 「静岡県自転車道等設計仕様書」 H26

■ブルーラインの設置事例（しまなみ海道）

出典；広島県 ホームページ 出典；愛媛県 ホームページ

■注意喚起サイン設置の事例（奈良県）

出典；奈良県 「奈良県自転車利用ネットワークづくりガイドライン」 H23

※検討地域は富士箱根伊豆国立公園内に位置しており、自然公園法や県および市町村景観条例等に留意する必要がある

28



５．対策メニュー（案）

【参考事例】

■パンフレットに多言語に対応した自転車通行ルールの記載（しまなみ海道のパンフレット）

▼自転車通行ルール（英語） ▼自転車通行ルール（中国語簡体字） ▼自転車通行ルール（韓国語）

出典；SHIMAP しまなみ海道観光マップ ホームページ

29

▼自転車通行ルール（日本語）



５．対策メニュー（案）

目指すべき目標（案） 対応方針 対策メニュー（案）

案内誘導の充実
（分かりやすい周遊案内環

境の実現）

迷わず周遊可能な
環境の創出

ハード 自転車用の案内誘導サインの設置※

ソフト

富士五湖サイクリングガイドの更新や新たなサイクリングマップ、
パンフレットの発行

案内誘導アプリケーションの開発

（２）案内誘導の充実

▼案内誘導の充実の対策メニュー（案）

【参考事例】

○「案内誘導の充実」の対策メニュー（案）を以下に示す。
（対策メニューの内容、実施時期については今後、協議で調整が必要）

■自転車用の案内誘導サイン
（看板）の設置（奈良県）

出典；奈良県 「奈良県自転車利用ネットワークづくりガイドライン」 H23

■自転車用の案内誘導サイン
（看板）の設置（和歌山県）

出典；和歌山県 「和歌山サイクリングロードサイン計画」

■自転車用の案内誘導サイン
（路面表示）の設置（鳥取県）

出典；DAISEN WONDER ホームページ

30
※検討地域は富士箱根伊豆国立公園内に位置しており、自然公園法や県および市町村景観条例等に留意する必要がある



５．対策メニュー（案）

目指すべき目標（案） 対応方針 対策メニュー（案）

自転車観光の受入環境
の充実
（多様な自転車利用目的に
対応し得る自転車観光受入
環境の実現）

自転車観光周遊の
ためのバックアップ
施設の充実

ハード

簡易駐輪施設の設置（ラック等）

ベンチの設置

観光スポット（特に世界遺産富士山の構成資産）に駐輪施設の設置

ソフト

道の駅等と連携し、サイクリングステーションの設立

観光スポット周辺の駐車場、コンビニ、飲食店等と連携し、駐輪スペースを
創出してもらう

休憩施設の位置をパンフレット、サイクリングマップ、ホームページに記載

サイクリングコース周辺の自転車店の位置をパンフレット、サイクリング
マップ、ホームページに記載

パンク等自転車トラブルに対応できるレスキュータクシー等の導入

多様な自転車観光
ニーズに対応でき
る受入環境の向上

ハード ―

ソフト
乗り捨て可能なレンタサイクルシステムの構築

宿泊施設と連携し、自転車を持ち込みやすい宿泊環境の構築

持ち込み自転車の
利便性の向上

ハード ―

ソフト バス、鉄道会社と連携し、自転車が持ち込み可能な公共交通環境の創出

（３）自転車観光の受入環境の充実

▼自転車観光受入環境の充実の対策メニュー（案）

○「自転車観光受入環境の充実」の対策メニュー（案）を以下に示す。
（対策メニューの内容、実施時期については今後、協議で調整が必要）
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５．対策メニュー（案）

【参考事例】

■公共交通に持ち込み可能、乗り捨て可能なレンタサイク
ルシステム（秩父地域）

出典；秩父地域おもてなし観光公社 ホームページ

■サイクリングステーション設置の事例（宇都宮市）

※サイクリングステーションでは主に下
記の機能が備えている

①トイレ、休憩スペースが無料で利
用できる。

②市内の観光情報やサイクルス
ポーツ情報がいつでもご覧になれ
る。

③ロードバイクなどのレンタルサイク
ルを用意している。

出典；宮サイクルステーション ホームページ

■レスキュータクシー導入の事例（しまなみ海道）

出典；しまなみサイクルオアシス ホームページ
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５．対策メニュー（案）

【参考事例】

■観光スポット周辺、また、コンビニ等と連携し、駐輪施設
の設置

出典；「栃木県版自転車利用環境創出ガイドライン」 H26

■自転車の持ち込みができる宿泊施設をサイクルマップに
記載（奈良県）

出典；奈良県 ホームページ

33

▼富士河口湖町のコンビニで自転車ラックの設置例

▼栃木県の設置例



目指すべき目標（案） 対応方針 対策メニュー（案）

多様なPRの展開
（サイクリングコースとして広
く周知されることの実現）

民間との連携を強
化し、多様なPRの

展開

ハード サイクリングコース案内板の設置

ソフト

富士五湖サイクリングガイドの更新や新たなサイクリングマップ、
パンフレットの発行

開設済ホームページの拡充や専用ホームページの開設

旅行会社と連携し、自転車ツアーの開催

有名自転車メーカーの販売・レンタル拠点の誘致

NPO団体と連携し、自転車ガイドツアー等の提供

NPO団体と連携し、自転車観光の発信拠点の創出

観光振興団体等と連携し、地域の観光環境の発信

新たな自転車イベントの誘致・開催

（４）多様なPRの展開

▼多様なPRの展開の対策メニュー（案）

○「多様なPRの展開」の対策メニュー（案）を以下に示す。
（対策メニューの内容、実施時期については今後、協議で調整が必要）

34

５．対策メニュー（案）



５．対策メニュー（案）

【参考事例】

■自転車の店舗を誘致し、レンタサイクルの提供（しまな
み海道-尾道、今治２店舗）

出典；Giant Bicycle ホームページ

■旅行会社と連携し、自転車ツアーの開催事例(国際興業
トラベルのサイクリングバスツアー）

出典；国際興業トラベル ホームページ
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５．対策メニュー（案）

【参考事例】

■自転車ガイドツアーの提供(京都市）

▼道案内人付のガイドツアのイメージ（利用実績40万人）

出典；Cyclo Wired.JP ホームページ出典；京都サイクリングツアープロジェクト ホームページ

■自転車イベントの開催（山梨県）

▼エイドポイントの様子（野鳥の里）
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５．対策メニュー（案）

【参考事例】

■NPO団体と連携し、道の駅富士川でロードバイクの展示及び試乗

37
出典；道の駅 冨士川 ホームページ 出典；NPO法人やまなしサイクルプロジェクト ホームページ

▼「ツール・ド・山梨 ロードバイク展示ブース」除幕式（H27.8.20） ▼ロードバイクレンタルの提供



６．今後のスケジュール
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６．今後のスケジュール

■今後のスケジュール(案）

（1）山梨サイクルネット構想（富士北麓地域）について
（2）富士北麓地域における自転車利用環境の現状と課題
（3）目指すべき目標（案）
（4）対応方針（案）
（5）対策メニュー（案）
（6）今後のスケジュール

第1回検討委員会（平成27年10月28日）

（1）対策メニューの検討結果
（2）「山梨サイクルネット構想（富士北麓地域）（案）」（ガイドライン）の策定（構成や内容）について

第2回検討委員会（平成27年12月予定）

（1） 「山梨サイクルネット構想（富士北麓地域）（案）」の策定結果の審議

第3回委員会（平成28年2月予定）

今
回

○今後、委員会を2回開催する予定とし、各段階の検討内容は下記に示す。
○検討成果は、「山梨サイクルネット構想（富士北麓地域）」（ガイドライン）として取りまとめ、事業展開に向けて、整備のルールを決定。
○平成28年度以降、自転車利用者等の意見を収集しながら、事業を展開する予定である。

自転車利用者や既に自転車観光関連事業を展開している民間事業者等の意見を収集しながら、段階的にハード
整備、観光促進施策を実施するための協議会等を組織する

平成28年度以降
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